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書
等
）
に
代
え
て
、
イ
ン

ボ
イ
ス
（
税
額
票
）
で
あ

る
「
適
格
請
求
書
等
」
の

保
存
を
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
要
件
と
す
る
制
度

で
、
２
０
２
２
年
１
月
に

改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
が

施
行
さ
れ
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
も
大
き
く
影
響
を

与
え
る
こ
と
と
な
り
、
事

務
負
担
の
軽
減
や
実
務
効

率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

本
講
習
会
で
は
イ
ン
ボ
イ

ス
方
式
の
概
要
か
ら
実
務

上
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
に
加

え
、
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
導

入
に
よ
る
事
務
負
担
の
軽

減
・
実
務
効
率
化
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
説
明

し
た
。

　
講
座
内
容
は
、
消
費
税

の
基
本
の
お
さ
ら
い
か
ら

始
ま
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
や
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
始
ま
る
と
困

る
こ
と
、
免
税
事
業
者
の

今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て

講
義
し
た
。

　
講
義
の
合
間
に
は
、
ク

イ
ズ
を
出
題
す
る
等
、
参

加
者
の
理
解
度
を
確
認
し

な
が
ら
進
行
し
た
。
聞
く

だ
け
で
な
く
、
参
加
者
が

参
加
す
る
形
の
セ
ミ
ナ
ー

と
な
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

全
く
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
」

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始

ま
っ
て
、
ど
の
様
に
対
応

を
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
、

ま
ず
取
り
掛
か
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
」
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
始
ま
る
ま
で

に
、
こ
の
様
な
セ
ミ
ナ
ー

や
説
明
会
を
何
度
で
も
開

催
し
て
ほ
し
い
。
」
な
ど

の
声
が
あ
っ
た
。

　
尚
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
会
場
の
換
気

を
十
分
に
行
い
、
参
加
さ

れ
る
方
々
に
も
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
指
の
消
毒
を
呼

び
か
け
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
を
徹
底
し
て
行
っ

た
。

　
去
る
11
月
11
日
（
木
）

に
御
坊
商
工
会
館
４
階
に

お
い
て
、
制
度
改
正
に
伴

う
専
門
家
派
遣
等
事
業
の

一
環
と
し
て
、
「
イ
ン
ボ

イ
ス
（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）
制
度
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　
今
回
は
、
令
和
５
年

（
２
０
２
３
年
）
10
月
よ

り
開
始
さ
れ
る
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
」
に
つ
い

て
、
川
井
隆
史
氏
（
か
わ

い
公
認
会
計
士
・
税
理
士

事
務
所
所
長
）
を
講
師
に

迎
え
て
行
っ
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と

は
、
従
来
の
区
分
記
載
請

求
書
等
（
10
％
と
８
％
に

区
分
し
て
記
載
し
た
請
求

無料！無料！

※また、個別訪問も行っておりますので、お気軽にお問合せ下さい。

場　所場　所　御坊商工会館３階　会議室

日　時　令和３年 12月 17日（金）
　　　午後１時～午後５時

専門家専門家　社会保険労務士　笹野　千賀子 氏

ご予約・お問合せ先　御坊商工会議所  TEL22－1008まで

　御坊商工会議所では、専門指導員（社会保険労務士）を配置した出張相談室を
設置し、就業規則作成変更、賃金・助成金等労務管理全般など、中小企業の労働
面の相談等にワン・ストップで対応しています。お気軽にお申込み下さい。

あなたの経営課題を一緒に解決しませんか！

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
セ
ミ
ナ
ー
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

新春賀礼会のご案内
　「新春賀礼会」を下記のとおり開催いたします。当地方の発展と各位のご繁栄を祝福致し
たく存じますので、何卒お誘い合わせの上、ご参加賜りますようご案内申し上げます。
　但し、今後の新型コロナウイルス感染状況によっては、中止とさせていただく場合がご
ざいます。
※当日は感染リスクの防止のためマスクの着用、手指の消毒をお願いすると共に、発熱・体調不良
　の方のご参加はご遠慮下さい。
※本年は新型コロナウイルス感染症予防の為、例年の立食を控えさせていただきます。

１．日　時　令和４年１月4日（火）  午後５時30分～（受付開始 午後５時00分より）
２．会　場　御坊商工会館　4階　大会議室
３．会　費　2,000円　（但し、参加申込みと同時にお支払下さい。）
４．申込期日　令和３年12月10日（金）
５．申込先　御坊商工会議所　（申込書は当所にご用意しています）

＊参加者芳名録印刷の都合もありますので、 期日厳守 をお願いします。

お問い合わせ･･･御坊商工会議所　和歌山県御坊市薗 350-28　
　　　　　　　 TEL( 0 7 3 8 ) 2 2 - 1 0 0 8 　FAX( 0 7 3 8 ) 2 3 - 1 2 4 5

　

12月29日（水）～１月３日（月）までお休みさせて頂きます。
ご迷惑お掛けしますが、よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊商工会議所

年末年始
　事業所用ゴミ袋販売について

〒649-1342
御坊市藤田町吉田１０２６－１
TEL ０７３８（２２）８０４６
FAX ０７３８（２３）５６７６

E T C ・ カ ー ナ ビ
カーエアコン・バッテリー
各 種 自 動 車 全 般　他

㈱テック・マルヤマ㈱テック・マルヤマ
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安
心
し
て
人
々
が
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
ハ
ー
ド
面
及
び
ソ

フ
ト
面
で
の
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
を
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
。

⑶
増
水
を
緩
和
す
る
た
め
、

東
裏
川
か
ら
西
川
に
か

け
て
の
水
門
（
カ
ル

バ
ー
ト
）
工
事
を
早
急

に
お
願
い
し
た
い
。

⑷
暴
風
雨
時
に
は
、
国
道

42
号
線
の
御
坊
か
ら
水

越
峠
を
経
由
し
て
広
川

町
ま
で
の
区
間
、
及
び

高
速
道
路
御
坊
イ
ン

タ
ー
か
ら
有
田
イ
ン

タ
ー
間
に
お
い
て
、
両

方
の
道
路
が
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
緊
急
時

の
避
難
道
路
と
し
て
の

観
点
か
ら
も
、
雨
風
に

強
い
道
路
改
修
を
お
願

い
し
た
い
。
　

⑸
日
高
川
水
系
河
川
整
備

計
画
に
よ
る
、
天
理
教

湯
川
分
教
会
前
の
県
道

交
差
点
か
ら
日
高
川
堤

防
ま
で
の
18
ｍ
道
路
地

中
に
放
水
路
を
設
置
し

て
、
日
高
川
に
放
流
す

る
計
画
の
早
期
実
現
を

お
願
い
し
た
い
。

３
．
木
材
産
業
活
性
化
対

策
に
つ
い
て

⑴
紀
州
材
活
性
化
活
用
推

進
対
策
に
つ
い
て

①
公
共
施
設
、
特
に
学
校

等
へ
の
工
事
発
注
の
際

に
は
、
設
計
内
訳
書
に

お
い
て
県
産
材
（
紀
州

材
）
の
利
用
、
木
造
化

を
積
極
的
に
お
願
い
し

た
い
。

②
紀
州
材
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
、
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
骨
材

を
パ
イ
プ
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、
間
伐
材
や

小
径
木
を
使
用
し
、
Ｊ

Ａ
等
に
協
力
を
得
て
農

業
試
験
場
（
暖
地
園
芸

セ
ン
タ
ー
）
な
ど
で
試

験
棟
を
建
て
、
デ
ー
タ

化
し
て
頂
き
可
能
な
限

り
実
用
化
で
き
る
よ
う

協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

　
特
に
、
こ
こ
数
十
年

建
築
技
術
が
大
工
施
工

か
ら
機
械
化
（
プ
レ

カ
ッ
ト
）
に
著
し
く
工

業
規
格
製
品
化
が
進
み

ま
し
た
。
今
や
間
伐
材

や
小
径
木
な
ど
の
規
格

外
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

等
々
の
燃
料
用
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
建
築
用
材
、
構
造

材
と
し
て
の
強
度
等
に

全
く
問
題
な
く
（
和
歌

山
県
林
業
試
験
場
で
実

験
済
）
使
用
可
能
で

す
。
新
た
な
紀
州
材
を

活
用
し
た
新
用
途
の
研

究
、
商
品
化
に
是
非
と

も
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。

⑵
木
材
住
宅
建
築
助
成
制

度
の
Ｐ
Ｒ
を
引
き
続
き

実
施
し
て
頂
く
と
共
に

施
主
だ
け
で
な
く
、
施

工
業
者
へ
も
助
成
制
度

が
適
用
さ
れ
る
よ
う
引

き
続
き
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
。
　

①
本
助
成
制
度
に
係
る
申

請
書
類
が
、
極
め
て
煩

雑
で
す
。
申
請
書
類
の

簡
略
化
を
お
願
い
し
た

い
。

②
従
来
の
限
定
で
は
な
く
、

全
て
オ
ー
プ
ン
で
住
宅

及
び
非
住
宅
物
件
で
紀

州
材
の
使
用
し
た
物
件

に
助
成
処
置
と
し
て
㎥

当
た
り
５
，０
０
０
円

を
申
請
者
全
て
の
物
件

を
対
象
に
助
成
し
て
頂

け
る
よ
う
お
願
い
し
た

い
。
　

⑶
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
　
　

　
平
成
31
年
度
よ
り
、

国
か
ら
分
配
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
御
坊
市
の

よ
う
に
森
林
を
も
た
な

い
市
町
村
に
お
い
て

も
、
人
工
林
の
伐
採
や

人
材
育
成
、
担
い
手
の

確
保
等
、
木
材
利
用
促

進
や
普
及
啓
発
に
し
か

活
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
都
道
府
県
に
お
い

て
は
こ
れ
ら
の
取
組
を

行
う
市
町
村
の
支
援
等

に
森
林
環
境
譲
与
税
を

あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
に
お
い
て

は
、
森
林
・
林
業
へ
の

理
解
促
進
に
繋
が
る
よ

う
、
紀
州
材
を
県
産
材

と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
、
木
材
の
購
入
や
木

材
加
工
を
行
う
際
に

は
、
当
地
域
の
加
工
業

者
を
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
で
き
れ
ば
全
国

の
各
市
町
村
と
連
携
を

結
ん
で
、
木
材
活
性
化

を
図
っ
て
も
ら
い
た

い
。

４
．
近
畿
自
動
車
道
紀
勢

道
に
つ
い
て

　
紀
伊
半
島
を
周
回
で
き

る
自
動
車
専
用
道
路
の
早

期
実
現
及
び
紀
勢
道
南
紀

田
辺
Ｉ
Ｃ
〜
す
さ
み
南
Ｉ

Ｃ
間
に
追
越
車
線
の
新
設

を
お
願
い
し
た
い
。

５
．
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
紀
勢

線
に
つ
い
て

　
早
朝
の
海
南
駅
始
発

（
６
：
16
発
）
の
特
急
を

御
坊
駅
始
発
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
利
用
客
の
増
加

が
大
い
に
見
込
め
る
為
、

是
非
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
紀
州
路
快
速
の
御
坊

駅
ま
で
の
延
伸
も
併
せ
て

お
願
い
し
た
い
。

６
．
新
た
な
観
光
名
所
の

施
設
に
つ
い
て

⑴
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト

充
実
の
為
、
設
置
に
つ

い
て
の
助
成
制
度
の
創

設
を
引
き
続
き
お
願
い

し
た
い
。

⑵
観
光
客
に
対
し
て
、
災

害
時
の
避
難
経
路
及
び

避
難
場
所
等
の
周
知
徹

底
の
為
、
案
内
板
の
充

実
を
お
願
い
し
た
い
。

７
．
道
の
駅
設
置
に
つ
い
て

　
市
内
、
国
道
42
号
線
沿

い
・
道
成
寺
付
近
へ
地
元

の
農
産
物
、
水
産
物
を
販

売
で
き
る
道
の
駅
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光

客
誘
致
、
就
業
の
場
の
確

保
・
緊
急
避
難
場
所
等
に

繋
が
る
の
で
是
非
と
も
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
道

の
駅
設
置
の
際
に
は
、
店

舗
の
骨
材
等
に
紀
州
材
の

使
用
を
お
願
い
し
た
い
。

御
坊
市
か
ら
設
置
に
つ
い

て
の
相
談
が
あ
っ
た
際
に

は
県
か
ら
の
助
言
・
協
力

⑷
高
速
道
路
の
４
車
線
化

に
伴
い
、
地
域
外
か
ら

の
通
行
客
が
よ
り
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
通
行
客
に
御
坊
市
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、
御
坊
で
の
滞
在
や

買
い
物
な
ど
の
消
費
を

促
進
さ
せ
御
坊
市
の
活

性
化
に
繋
げ
て
行
き
た

い
。
そ
こ
で
、
高
速
道

路
を
走
る
通
行
客
に
対

し
て
、
御
坊
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ン
（
看
板
）
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

を
お
願
い
し
た
い
。

８
．
雇
用
対
策
に
つ
い
て

⑴
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
雇

用
創
出
に
努
め
て
ほ
し

い
。

⑵
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

す
す
め
て
ほ
し
い
。

９
．
そ
の
他
要
望
事
項

⑴
安
心
・
安
全
の
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

補
助
を
是
非
と
も
お
願

い
し
た
い
。

⑵
認
知
さ
れ
て
き
た
「
き

の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
な
お

一
層
充
実
さ
せ
、
継
続

実
施
を
お
願
い
し
た

い
。

⑶
地
元
を
育
て
る
こ
と
か

ら
、
地
元
発
注
を
強
く

望
む
。

て
、
観
光
資
源
の
活
性

化
に
繋
げ
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
道
路
（
堂
閉

川
）
の
冠
水
が
見
ら
れ

た
事
か
ら
、
避
難
道
路

と
し
て
の
早
期
対
策
を

併
せ
て
お
願
い
し
た

い
。

⑹
湯
川
小
学
校
・
中
学
校

へ
の
通
学
時
に
係
る
安

全
確
保
の
た
め
、
ま

た
、
津
波
・
水
害
時
の

避
難
道
路
と
し
て
の
役

割
か
ら
湯
川
中
学
校
正

面
南
側
か
ら
、
県
道
江

川
・
小
松
原
線
ま
で
の

区
間
（
一
部
県
道
玄
子

小
松
原
線
を
含
む
）
の

歩
道
設
置
、
拡
幅
工
事

を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
緊
急
車
両
通
行
の

た
め
、
県
道
江
川
・
小

松
原
線
の
拡
幅
（
一
方

通
行
解
除
も
含
め
て
）

を
お
願
い
し
た
い
。

⑺
国
道
４
２
５
号
線
（
御

坊
〜
龍
神
間
）
の
早
期

拡
幅
整
備
を
引
き
続
き

協
力
に
推
進
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

２
．
津
波
・
洪
水
の
災
害

対
策
に
つ
い
て

⑴
津
波
対
策
と
し
て
、
西

川
入
口
（
天
田
橋
、
名

屋
・
浜
ノ
瀬
地
区
）
の

堤
防
の
嵩
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。

⑵
津
波
・
洪
水
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、

１
．
県
道
路
及
び
日
高
川

堤
防
の
新
設
・
改
修
及
び

拡
幅
に
つ
い
て

⑴
御
坊
美
山
線
（
御
坊
市

藤
田
町
地
内
）
の
外
側

へ
の
拡
幅
及
び
堤
防
強

化
に
つ
い
て
早
急
に
推

進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
た
い
。
特
に
堤
防

の
調
査
を
早
急
に
お
願

い
し
た
い
。
　
　

⑵
日
高
川
右
岸
（
藤
井
地

区
〜
島
地
区
間
〜
河
口

ま
で
）
の
堤
防
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

⑶
日
高
川
左
岸
（
市
道
野

口
堤
防
線
〜
市
道
岩
内

堤
防
線
間
）
の
強
化
を

早
急
に
お
願
い
し
た

い
。

⑷
上
流
か
ら
の
堆
積
物
が

年
々
増
加
し
て
、
砂
州

に
堆
積
し
て
い
ま
す
。

（
大
雨
に
よ
り
藤
田
町

河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
が

冠
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）
日
高
川
の
野
口

新
橋
付
近
を
浚
渫
す
る

こ
と
で
、
河
川
の
流
下

能
力
を
高
め
て
頂
き
た

い
。
特
に
日
高
川
下
流

の
野
口
新
橋
か
ら
御
坊

大
橋
付
近
の
樹
木
の
除

根
・
掘
削
を
お
願
い
し

た
い
。

⑸
川
辺
イ
ン
タ
ー
よ
り
道

成
寺
へ
の
観
光
道
路
と

し
て
、
北
吉
田
地
区
の

県
道
玄
子
小
松
原
線
、

日
高
印
南
線
、
江
川
小

松
原
線
を
拡
幅
整
備
し

令
和
４
年
度

御
坊
商
工
会
議
所
（
県
）
要
望
事
項

御
坊
商
工
会
議
所
（
県
）
要
望
事
項
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２
．
道
路
関
係
に
つ
い
て

　
渋
滞
が
多
発
し
て
い
る

御
坊
駅
前
交
差
点
（
県
道

江
川
・
小
松
原
線
、
御
坊

停
車
場
線
、
市
道
駅
前
・

道
成
寺
線
）
の
改
良
（
ク

ラ
ン
ク
の
解
消
及
び
信
号

設
置
等
）
、
避
難
道
路
と

し
て
の
役
割
か
ら
、
早
急

に
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。

３
．
施
設
関
係
に
つ
い
て

⑴
御
坊
総
合
運
動
公
園
の

野
球
場
に
、
社
会
人
や

大
学
野
球
部
に
よ
る
合

宿
等
、
多
目
的
な
利
用

が
見
込
め
る
た
め
、
雨

天
で
も
練
習
で
き
る
多

目
的
室
内
練
習
場
の
設

置
を
早
急
に
お
願
い
し

た
い
。
　

⑵
御
坊
市
新
庁
舎
へ
の
木

材
利
用
に
つ
い
て

　
新
庁
舎
建
設
に
お
い

て
設
計
業
者
へ
設
計
内

訳
書
を
発
注
す
る
段
階

か
ら
、
内
装
等
に
は
木

質
（
紀
州
材
）
の
使
用

を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、

木
材
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
是
非
と
も
お
願

い
し
た
い
。
（
農
・

林
・
水
産
部
会
）

⑶
国
道
42
号
線
沿
い
・
道

成
寺
付
近
へ
の
地
元
の

農
産
物
、
水
産
物
を
販

売
で
き
る
道
の
駅
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
客
誘
致
・
就
業
の

場
の
確
保
・
緊
急
避
難

場
所
等
に
繋
が
る
の
で

是
非
と
も
お
願
い
し
た

い
。

　
ま
た
、
道
の
駅
設
置

の
際
に
は
、
店
舗
の
骨

材
等
に
紀
州
材
の
使
用

を
お
願
い
し
た
い
。

⑷
道
の
駅
設
置
に
向
け
て

民
間
と
行
政
間
で
合
同

の
検
討
会
を
開
催
し
、

双
方
の
意
見
を
共
有

し
、
実
現
に
向
け
て
協

議
の
会
を
設
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑸
災
害
時
の
停
電
に
備
え
、

避
難
場
所
へ
の
「
ソ
ー

ラ
ー
街
路
灯
」
の
設

置
、
観
光
客
に
対
し
て

災
害
時
の
避
難
経
路
及

び
避
難
場
所
等
の
周
知

徹
底
の
為
、
太
陽
光
発

電
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置

を
含
め
、
更
な
る
案
内

板
の
充
実
を
お
願
い
し

た
い
。

４
．
そ
の
他
要
望
事
項

⑴
安
心
安
全
の
街
づ
く
り

の
た
め
に
、
通
学
路
・

幹
線
道
路
及
び
市
街
地

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
是
非
と
も
お
願
い

し
た
い
。

⑵
公
共
施
設
・
観
光
地
等

に
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ

ト
を
充
実
さ
せ
る
為
、

設
置
に
つ
い
て
の
助
成

制
度
の
創
設
を
引
き
続

き
お
願
い
し
た
い
。

⑶
認
知
さ
れ
て
き
た
「
き

の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
な
お

一
層
充
実
さ
せ
、
継
続

実
施
を
お
願
い
し
た

い
。

⑷
御
坊
駅
前
ス
ペ
ー
ス
の

効
率
的
な
利
用
を
図
る

為
、
関
連
交
通
機
関
等

と
調
整
を
図
り
、
タ
ク

シ
ー
駐
車
場
の
縮
小
も

含
め
、
一
般
駐
車
場
の

拡
幅
を
お
願
い
し
た

い
。

⑸
観
光
情
報
を
内
外
に
発

信
す
る
た
め
、
よ
り
内

容
を
充
実
さ
せ
た
Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
（
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
等
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活

用
し
た
観
光
地
Ｐ
Ｒ
に

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
。
　

⑹
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
利
用
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
よ
り
、

国
か
ら
配
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
御
坊
市
の

よ
う
に
森
林
を
も
た
な

い
市
町
村
に
お
い
て

も
、
人
工
林
の
伐
採
や

人
材
育
成
、
担
い
手
の

確
保
等
、
木
材
利
用
促

進
や
普
及
啓
発
に
し
か

活
用
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
、
森
林
を
も

た
な
い
市
町
村
が
、
木

材
や
木
材
加
工
品
を
購

入
す
る
際
、
御
坊
市
内

の
木
材
加
工
業
者
を

使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
姉
妹
都
市
や
各
市

町
村
と
連
携
を
結
ん

で
、
紀
州
材
を
Ｐ
Ｒ

し
、
木
材
活
性
化
の
パ

イ
プ
役
と
な
っ
て
頂
き

た
い
。

⑺
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
雇

用
創
出
に
努
め
て
頂
き

た
い
。

⑻
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

　
進
め
て
頂
き
た
い
。

⑼
地
元
を
育
て
る
こ
と
か

ら
、
地
元
発
注
を
強
く

お
願
い
し
た
い
。

（10）
高
速
道
路
の
４
車
線
化

に
伴
い
、
地
域
外
か
ら

の
通
行
客
が
よ
り
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
通
行
客
に
御
坊
市
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、
御
坊
で
の
滞
在
や

買
い
物
な
ど
の
消
費
を

促
進
さ
せ
御
坊
市
の
活

性
化
に
繋
げ
て
行
き
た

い
。
そ
こ
で
、
高
速
道

路
を
走
る
通
行
客
に
対

し
て
、
御
坊
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ン
（
看
板
）
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

て
、
観
光
資
源
の
活
性

化
に
繋
げ
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
道
路
（
堂
閉

川
）
の
冠
水
が
見
ら
れ

た
事
か
ら
、
避
難
道
路

と
し
て
の
早
期
対
策
を

併
せ
て
お
願
い
し
た

い
。

⑺
湯
川
小
学
校
・
中
学
校

へ
の
通
学
時
に
係
る
安

全
確
保
の
た
め
、
ま

た
、
津
波
・
水
害
時
の

避
難
道
路
と
し
て
の
役

割
か
ら
、
湯
川
中
学
校

正
面
南
側
か
ら
、
県
道

江
川
・
小
松
原
線
ま
で

の
区
間
（
一
部
県
道
玄

子
小
松
原
線
を
含
む
）

の
歩
道
設
置
、
拡
幅
工

事
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
緊
急
車
両
通

行
の
た
め
、
県
道
江

川
・
小
松
原
線
の
拡
幅

（
一
方
通
行
解
除
も
含

め
て
）
を
お
願
い
し
た

い
。

⑻
津
波
対
策
と
し
て
、
西

川
入
口
（
天
田
橋
、
名

屋
・
浜
ノ
瀬
地
区
）
の

堤
防
の
嵩
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。

⑼
津
波
・
洪
水
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、

安
心
し
て
人
々
が
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
ハ
ー
ド
面
及
び
ソ

フ
ト
面
で
の
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
を
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
。

（10）
津
波
・
水
害
の
避
難
道

路
整
備
対
策
と
し
て
、

井
関
御
坊
線
の
一
方
通

行
全
面
解
除
に
向
け
て

早
期
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。

１
．
津
波
・
洪
水
の
災
害

対
策
に
つ
い
て

⑴
御
坊
美
山
線
（
御
坊
市

藤
田
町
地
内
）
の
外
側

へ
の
拡
幅
及
び
堤
防
強

化
に
つ
い
て
早
急
に
推

進
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
た
い
。
特
に
県

と
連
携
を
強
化
し
て
、

早
急
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

⑵
日
高
川
右
岸
（
藤
井
地

区
〜
島
地
区
間
〜
河
口

ま
で
）
の
堤
防
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。
　

⑶
日
高
川
左
岸
（
市
道
野

口
堤
防
線
〜
市
道
岩
内

堤
防
線
間
）
の
強
化
を

早
急
に
お
願
い
し
た

い
。
　

⑷
上
流
か
ら
の
堆
積
物
が

年
々
増
加
し
て
、
砂
州

に
堆
積
し
て
い
ま
す
。

（
大
雨
に
よ
り
藤
田
町

河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
が

冠
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
）
日
高
川
の
野

口
新
橋
付
近
を
浚
渫
す

る
こ
と
で
、
河
川
の
流

下
能
力
を
高
め
て
頂
き

た
い
。
特
に
日
高
川
下

流
の
野
口
新
橋
か
ら
御

坊
大
橋
付
近
の
樹
木
の

除
根
・
掘
削
を
お
願
い

し
た
い
。

⑸
日
高
川
左
岸
に
お
け
る
、

野
口
新
橋
付
近
の
水
害

対
策
と
し
て
、
大
雨
に

よ
る
農
業
用
水
路
の
逆

流
防
止
の
た
め
、
水
門

の
設
置
を
早
急
に
お
願

い
し
た
い
。

⑹
川
辺
イ
ン
タ
ー
よ
り
道

成
寺
へ
の
観
光
道
路
と

し
て
、
北
吉
田
地
区
の

県
道
玄
子
小
松
原
線
、

日
高
印
南
線
、
江
川
小

松
原
線
を
拡
幅
整
備
し

令
和
４
年
度

御
坊
商
工
会
議
所
（
市
）
要
望
事
項

御
坊
商
工
会
議
所
（
市
）
要
望
事
項
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御坊商工会議所青年部  情報通信

　御坊商工会議所では毎月定例常議員会を開催しています。
　現在、定例常議員会で自社のPRをしていただける方を募集し
ています。この機会にPRしてみませんか？
　ご興味のある方は是非一度お問い合わせ下さい。

事業所のPRしませんか？事業所のPRしませんか？事業所のPRしませんか？

問合せ先　御坊商工会議所　22-1008

定例常議員会

　去る11月14日（日）に令和３年度YEGゴルフコンペをいなみカントリー
クラブ フジにて、15名の方に御参加頂き、開催いたしました。
　入賞者は以下の通りです。

令和3年度 YEGゴルフコンペ開催

　尚、時節柄、マスク着用のうえパーティーの中止など、万全のコロナ
感染対策実施の上、開催いたしました。

優　勝 永江 　誠 様

準優勝 橋本 拓也 様

３　位 槇嶋 建樹 様

成績

時　　間　10：30～ （１時間程度の会議です）
場　　所　御坊商工会館
ＰＲ時間　約20分程度
　　　　　※会議の後半に発表していただきます。

10月例会開催！
御坊寺内町巡りと御坊祭りの歴史 ～参加型町並みウォーク～
　地域活性化委員会では、10月24日（日）に「御坊寺内町巡りと御
坊祭りの歴史 ～参加型町並みウォーク～」をテーマに、御坊寺内町巡
りを行いました。案内人には、御坊市文化財保護審議会の大谷春雄氏
をお招きし、小竹八幡神社からスタート。小竹八幡神社では神社や御
坊祭りの歴史について話してもらいました。その後、新町通りから中
町筋を通り日高別院まで散策。散策中には寺内町クイズが出題され、
クイズ形式で寺内町の成り立ちを知ることができました。

日本商工会議所青年部
第39回近畿ブロック大会 丹の国あやべ大会に出席！
　10月29日（金）に、京都府綾部市にて「第39回近畿ブロック大会 丹の国あやべ大会」に出席しました。
時節柄、現地で参加できる人数を制限し、オンライン参加を交えた開催となりました。
　御坊商工会議所青年部からは２名が、役員会、定期総会、会長会議に出席しました。まだまだ収束の見通
しが立たない状況ではございますが、青年部では今できる事に取り組んでいきたいと思います。

11月例会開催！
ふるさと納税の取組について
　11月16日（火）に「ふるさと納税の取組について」をテーマに、御坊
市役所の企画課の職員を講師にお招きし、ふるさと納税について勉強会
を開催しました。
　ふるさと納税について聞いたことがあっても、その制度について詳し
くは知らないということも多く、出品方法や出品要件を説明してもらい
ました。ふるさと納税の話に参加者は熱心に聴講。最後の質疑応答の時
間では、たくさんの質問が参加者からありました。


